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幼稚園児 WISC成績による性差の研究

東 正

1.序:

元来，知能検査は，性室長婆問の影響を除去するように

構成されているべきであるが，殆どの知能検王立におい

て， そのことが問題として残されているようである。勾

Wechsler迎式の検査にあってもまた，例外ではなし、。

男女向群間に見出される検査成績の義兵を，両者の一般

知能の優劣に帰せしめるか，Ji!tは検査構成内容の盗みと

みなすかは，資料蒐集の方法に依存するが，何れにして

も問題は残されたままである。8)

知能検査の中でも Wechsler法の如く，診断性な重

視し，しかも診断・解釈の指擦を，下位検査や，その紹

玄関係に求める如き検査にあっては，更に問題は微妙と

なり，性差要閣介入の可能性を，無視しえなくなってく

るだろう。例えば，もし性主主要凶の介入が事実とすれ

ば，これまで Wechsler法について数多く試みられた，

特定線床集団を対象とする診断蒸準乃奈は指標誘導の研

究は，この安部の統制を欠く場合，務じるしくその一般

性や妥当性を低めることが予想されるのである。

2. 文献:

Wechsler型式の知能検査を用いて，性差要因の検討

をとりあげた研究は，比較的数少ないが， Wechsler. 

Be¥levue Testについては， 精神病院の外来， 男女計

235名の成績を比較した Strange，Palmer 12)の報告や，

400名の学生を対象に，年令段階別に性室長を検討した

Brown， Bryan りの論文がある。音信号は，下位検査の宕

干と，各種IQについて，男性優位の報告をなしている

が，分析条件，特に稼本抽出過程に不俄があるため，殆

ど一般化の匁]Jjl，を提供するようには思、えな L、。他方，

Strange等は，言語性，動作性，全検まを成績の各々を，

詳側点、により比較したが，各年令段階に般常的な男性優

位の傾向があることを見出した。これは， Wechslerに

よって指摘された女性の言語的文は一般知能の優勢の主

張と対立するものであるが，要するに，性差要図の介入

を暗示する資料とみなせるだろう。

WISCに就ては， Dar1ey， Wintz等叫が，幼稔闘児

宅和

男女各 75名の成績にもとづき， 各IQ並びに各下佼検

査成績平均と，その相互相関を分析し，努女を比較した

が，動{乍性IQ及び類似問題，符合問題Aに関して，女

児に有えまな高得点を見出し，他方，相互相関に関して

は，一般的に男児が高いと報告している。

3. 本研究の忍的:

本研究の目的は，幼稚閤児 WISC成績について，男

女比4疫をすることにより，性差妥f.JSI介入の有無ーを検討す

ることにある。但し，上述の諸研究との相違は，彼等

が，分析対象標本の無作為性を仮定し，主として男女一

般知能の優劣或は検査基準の検討を意図したのにたいし

て，本研究では，後述の分析方法により，むしろ，男女

の一般知能を統制した場合の， ;検まを内容の比較にま立点を

おいた。従って，下位革主主主成絞の比較に，分析の中心が

あり，その作業仮説は， WISC全検査IQが統制された

男女雨雲手間に，下位検査成総及びその籾Ii.相関の主きがあ

るかどうかである。

4. 被験者:

1960年， 1961年，北大幼児園児 160名WISCの成綴

を分析資料とした。そして，これら 160名中より，会検

査:IQ， 年令の等しい男女の対てど巡びだすという抽出手

続きなとっt.::..o 即ち，各対の織成に際しての基準は，全

検宝UQが5点内，年令が3ヶ月内での一致を示す事で
あり，この条件を満たす男女の対を，順次選び出してゆ

くのである。最終的に 40総，計 80名の者がj'jilばれた

が，第 1表に，全検査'IQ並びに年令の平均と SDを示

した。第 i表は，男女i河野が， これらの主要i設に関して，

上述の条件を満していることを示しているc

5. 分析方法と結果:

分析の第一は，平均値の比較であるが，第2表に，言

語性IQと動作性IQの比絞，第3表に，総点による下

位検査成績の比較，第4表に評価目点の比較を示したo

t法による有主主主去の検定では，下位検査中，総合せ問

題，符号問題が，有志な{直に途した。

65ー



教育学部紀望書第9号

分析の第二は，相互相関の算出であるが，第2表には

3穣の IQについて，第5表，第6表には，下位検査に

ついての相互棺関係数を示した。 ~5 表は，全被験者の

資料にもとづいたもので，相互相関が有意な{直を示すか

どうかを検定してある。松関行列中，大半のものが有志

な{伎に達しているが，これは，個々の下位検査の内的復

合性を路示ずるものであり，各検査の独立?をに疑問を投

じるものである。第6表は，男女別4の資料から算出し

た棺互相I!k:I表であるが，有意義を示すものがす寺子あると

しても. Dar1ey等のように，男女室長の一般的傾向は見

出せない。しかし，この場合，被験者数も少し数館の

信頼性に問題があるので，一般傾向の誘導は差控えるほ

うが妥当であろう。

さて，先述した如く Wechsler裂式の検査では，特

定臨床者手合対象としたパタ{ン分析による診断指擦の作

成が試みられているが，機足的資料を得るために，ヱド総

究の被験者資料に対して，序列分析 (Rank-orderanal-

ysis)と，それにもとづくパターン分析を施してみた。

ここで用いた方法は.Fisherりや東りが，精務児群の類

型差の検討に使用したものと同じである。即ち，先ず各

被験者保に帆下位検まを;評価点相互の関係によりから

10主主の序列をつけるので、ある。段高点を示ずで{立検査が

表 3 紙点による下位検査成総の男女別比較

iで，最低得点のものが10である。 この11';列点を， 男

女別に総計したのが，第7表の序列頻度得点表であり，

得点が高いという事は，その下位検査の医難度が高いこ

とを示す指際となる。つまり，序列頻度得点は，各下位

検査の葉(fr易度をあらわす指様で、ある。第7炎の結!lミは，

第3炎，第4表で， J¥!tおした男女去をの傾向会殆とぜ完全に

支持しているといえよう。

表後敬老とその特性

巾
刀
女

人欽

署長2:各 IQ平均と相互相関の努女別比絞

※ 5%以下で;tf，tl:

事長4 評価，点による下位検盗成績の男女別比較

，lE※ 1%以下で宥滋
表5 下位検査相互E桔関係表

5 7 8 9 1日 11 1 2 五 4 

一般的知解 1 

一般的聖堂織 2 立6可4
_ 449 

算数問題 5
後

_043 _272 

類似問題 4 液 琵提※
_190 _254 _298 

溶液 話五漆 見返 ※ 単語関連語 5 _535 _539 _236 _242 
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絵箇完成 71
※ 
.224 

w・;Z~、ノ
絵磁配列呂

.243 

後木模様 9
012 

総合せ問泌 10 08日

市符号問題 11 .219 

※: 5%で有Q.持増員長:1%以下で宥必

一絞的知識 1 

一般的理解 21(お
3客数問題 5

類似悶tl JlQ 4 

持i 必問題 5

絵展u光成 7

絵 i闇路 711 8 

F長森校総 9

続合せ問見 10

9Ib~ l!Ii 11 

※※ 
.459 

.185 

弓持
.257 

、，~・~~・〆
.392 

.193 

幼稚関 MISC成綴による性差の研究

ト誤認る 溶液 員長波
.347 299 .463 

溶液 詰・

.322 .068 .236 .169 

ー}~ 弘子※ ~}.~Z，・ 1
.283 .28オ .190 331 

歩手主主 日毛※ 、，、.次ν、九.点 ，~~a~ 
.364 .296 .354 389 

~・活 、!"ノ・・ぐ¥;:へ・ 、・~Z・"、 ~~~ 
.270 .066 309 .359 

表 6:男女別，下位検査相Ii相関表

5 

遣要5%以下で恋心、:ill.廷を様 1%以下で;!ij皆、友あり

表 7 序列頻度得点の男女別比絞

.035 

京建"
.212 .397 

.150 .194 

B 6 

事長8 二段階にわたる難易度の序列カテゴリ中の男女別頻度分布の比較

カデゴ立ー A (1-3.5) B (4-日) C (6.5-10) 

X' 
世主 ilU 男 女 !Jj 女 !Jj 女

1 一般的知識 B 7 9 14 23 19 80 1.53 

2 一般的理解 20 12 9 B 11 20 80 4.66 

3 字数悶lI!l 5 61 9 18 26 16 80 5.48 

4 主民{似問題 14 14 11 10 15 16 80 .08 

5ヰ吾問題 12 10 14 s 14 21 80 2.66 

7 絵磁l完成 22 24 7 B 11 8 80 .62 

B 絵図書G 711 8 17 日 8 23 15 80 4.98 

g 綴木模様 1宮 9 10 8 18 2弓 80 1.24 

10 総合せ問題 21 13 10 11 g 80 3.88 

11 符号隠怒 9 14 B 10 23 16 80 2.56 

~lÆ 

.266 

( )中は女児

10 

390 
(.234) 

11 

p 

df=2 

.50)P).30 

.10)P).05 

1O)P).05 

.98)P).95 

.30)P).20 

80)P).70 

.10)P).05 

.70) P).60 

暦20)P).10

.30)P).20 

次に，序列l得点をABCの三段階カラゴリ{に分け しなかったが，男女差の傾向は見出ぜると思う。ただこ

る。 Aは 1~3.5， B は 4~6 ， Cは 6.5~1Oである。 の種の分析方法から，男児若手或は女児群に共通なバター

このカテゴリー中への男女の出現率の分布を分析したの ンの誘導は，信頼性その他の問題がからまるのでここで

が，第8表であり，各々の下位検査毎に，男女差を調べ は，男女差の有無を検討するための，補足的資料として

るために，X2の検定を試みた。何れも有意の値には途 採用した。
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6. 結果の要約と考察

以上の分析の結果を婆約すると次の通りである。即

ち，

第一に，各 IQ別の分析においては，(2表〉動作

性 IQ，言語性 IQ共に， 男女間に差は見出せないの叉

全検査 IQと動作性 IQ，言語性 IQの関係は， 5号女共，

動作性 IQの得点、依が，全検王室 IQのそれに接近してお

り，従ってもし，動作性検査，言諮性検査の何れか一方を

代鋒することによって，全検査 IQを推定する場合に

は，動作性検査を用いる方が望ましい。勿論，この結果

は幼稚闘程度の年令!替の被験者に関して妥当することで

あり，高年令の被験者にまで拡張し得ることの保誌はな

し、。

第二に，各下位検査成績の平均値による男女比較で

は， (3:J受 4表)，組合せ問題，符号問題，一般的理

解，算数問題，絵倒配列，積水線様等に設がみられ，

それらの中前二者は，有訟の2去を示している。男児群が

優れているのは，組合せ問題，一般的理解，右足*模様で、

あり，女児群では，符号問題，絵闘配列，算数問題であ

る。

第三に，下位検査相支相関の分析では， (5表〕全

群の資料にもとづく場合，退半数の係数が有~:な高簡を

示し，下位検交構成内務の複雑さを踏示する。他方，男

女別の係数比較では， (6姿〕有意義を示すものが若

二千あるが， Dar1ey等のような一般的傾向は見出せなし、。

第四に， 序列頻度得点による比較は，(7表〉第二で

の結果に一致しており， 30段階にわけた序列カテゴリ

での，男女出現頻度の分析も， (8災)男女室長の存在

を陪示している。

われわれは以上の結架から，分析の当初にたてた作業

仮設で，性差愛関の介入を認めるわけであるが，このこ

とは，倒別的臨床診断に際しても考慮、さるべきであると

同時に，バターン分析を意図する尖験計磁にあっては，

性差要問の統制が必嬰であるということを示唆するもの

である。

ところで， WISC成総上に見出された男女間の差黙

は，男女の知的機能のどのような室長災を反i決するもので

あろうか。約互相関の分析の館所でも触れた如く，

WISC 下位検査が，独立の知的機能を苦!日定するもので

ない奈は周知のことであるから，下位検査自体の悶子構

造が問題になる。

Cohenりは，生活年令， 7-6， 10-6， 13-6の 3群の

WISC 基準資料に，セントロイド法による関子分析をお

こない，単純構造の基準に従う斜交回転の結果， 511図の

因子を抽出した。即ち，因子 AVerbal comprehension 

1，因子 BPerceptual organization，因子 CFreedom 

from Distractivity，因子 DVerbal Comprehension II 

因子 EQuasi.specificであり，このうち前問者につい

て，心理学的解釈をこころみている。因子Aは，日常，

玄諮的に記憶された知識で，一般的知識 (.41)，類似問

題 (.34)，算数問題 (.21)， 単諮問題 (.21)に有意、な

魚街援をもっ。因子Bへ有意な負荷設を有するのは，す

べて非言語性のもので，組合せ問題 (.59)，迷路問題

(.56)，積水模様(.50)，絵画i配列 (.2のであり，制限

5寺院内での，視覚的に知覚された材料の，解釈叉は体制

化を要求し， 知覚休部ijfヒに関するものである。因子 C

は，以前の研究者による， memory (Balimsky， 1941; 

Birren， 1952; Cohen， 1957)， freedom from distractiv・

ity (Cohen， 1952)， attentiorトconcentration (Hover， 

1950)， Concentration咽speed(Simkin， 1950)に相当する

もので，数p呂問題C.38)，絵i溺配列 (.33)，に有意な負

荷Z誌を持つ。因子Dは，ある会議的言語的操作に従う状

況への，判断の応用が仮定され，因子Aがa常的に学習
された言語的環解を示すのにたし、して，これは新しい状

況への言語的熟練 (Verbalskills)の応用合示すもので

ある。有意な負荷量を示すものは，一般的環解 (.47)，

絵阪完成 (.28)，単諮問題 (.26)である。(( )内の

数値は， 7-6群について示された民子負荷量をあらわ

ず。〉

Cohenによって示された関子構造を参照すると，我々

の分析結"*は，因子B，郊ち女目覚体制イヒの関子におい

て，男女関の差を示しているようである。

Hobson")は，高校生を対象に， ThurstoneのPrim.

ary Mental Abilities Testsを施行し，男女間の差を検

討したが，男子が女子より後れたものとして，空間因子

(Spatial Factor)，言語因子 (VevbalFactor)を見初

し，他方，女子については，数包子 (NumberFactor)，

~~~誘流勝さ剖子 (Word Fluency Factor)，縫遊間ミF

(Reasoning Factor) の優位であることを示した。 この

仁t，設も典型的な去を5要望ピ示したのは，空間図子である。

Hobsonの見出した結果を，そのまま幼稔磁児の水準

まで拡張して一般化することは，勿論できないし，叉

Thurstoneの仮説自体も問題があり， WISCより抽出

された因子との対応させるのは危険であろう。

さらに， Kochは5歳， 6歳において空間間子に関し

て何らの性差も見出伎ないという Hobsonの高校生につ

いての結楽とは異なる結果を切らかにしているし，数関

子についても差異を見出せなかったとしている。まt.::..

Hobsonの言諮j調子における努子の優位とL、う結巣につ
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いても， Cornellら町は逆の結果を得ており， Havigh匹

urstら町は，性室長をまったく見出していない。このよ

うに幼児期，児愛期における知的機能における性差につ

いては，まだ切らかになっていない点が多いのである

が，これらの諸結巣を参照することにより，幼稚園児寂

度の年令水準で出現する知約機能の男女間の羨呉を検討

することは今後の諜題であると考えられよう。また，年

令の増加にともなって，差異のあり方にどのような変化

が生じてくるかについての検討も必要と考えられるが，

われわれは同ーの被験者群についてこの点を追跡してゆ

く計磁を持っていることを付記しておく。
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